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国
内
視
察
概
要

　

一
週
間
と
い
う
短
い
滞
在
期
間
で
の
視
察
を
実
り
多
い
も
の
と
す
べ
く
、
本
事
業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
北
脇
教
授
と
田
村
氏
と
と
も
に
視
察
先
を
検
討
し
た
結
果
、
九
〇
年
代
以
降
の
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
住

民
が
多
く
、
近
年
特
に
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
見
ら
れ
る
岐
阜
県
の
可
児
市
・
美
濃
加
茂
市
、
他
方
、
明

治
開
国
以
来
の
国
際
都
市
で
多
く
の
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
住
民
と
と
も
に
近
年
は
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
住
民
も

数
多
く
い
て
、
更
に
九
五
年
の
大
震
災
以
来
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
行
政
の
活
発
な
活
動
の
結
果
「
多
文
化
共
生
」

と
い
う
用
語
が
一
般
に
市
民
権
を
得
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
神
戸
市
を
視
察
す
る
こ
と
な
っ
た
。

　

一
〇
月
三
一
日
に
随
時
欧
州
よ
り
到
着
し
た
一
行
は
、
一
夜
明
け
た
一
一
月
一
日
の
午
前
中
に
、
先

ず
北
脇
教
授
よ
り
、
日
本
の
外
国
人
住
民
を
め
ぐ
る
現
状
や
そ
の
政
策
に
つ
い
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
た
（
写
真
①
）。
事
前
に
各
々
予
習
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
背
景
に
あ
る
日
本

の
教
育
制
度
や
労
働
制
度
に
ま
で
及
ぶ
質
問
が
次
か
ら
次
へ
と
挙
が
っ
た
。
こ
う
し
た
熱
心
な
様
子
は
、

視
察
旅
行
の
間
、
常
に
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
昼
食
も
そ
こ
そ
こ
に
東
京
駅
に
移
動

し
て
新
幹
線
に
乗
り
名
古
屋
へ
、
そ
こ
か
ら
最
初
の
視
察
先
で
あ
る
可
児
市
・
美
濃
加
茂
市
へ
と
向
か
っ

た
。

可
児
市
（
岐
阜
県
）

　

到
着
早
々
、
可
児
市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
「
フ
レ
ビ
ア
」
で
行
わ
れ
た
多
文
化
共
生
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
外
国
人
住
民
の
持
ち
寄
る
料
理
や
作
物
・
手
工
芸
品
な
ど

の
出
店
、
或
い
は
の
ど
自
慢
大
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
あ
る
、
日
本
人
住
民
も
参
加
す
る
お
祭
り

で
あ
る
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
最
後
に
駆
け
込
む
形
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
カ
ポ
エ
イ
ラ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

ゴ
ン
ダ
ン
ス
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
最
後
は
メ
ン
バ
ー
も
一
緒
に
な
っ
て

ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
だ
（
写
真
②
）。

　

翌
朝
は
、
先
ず
山
田
豊
可
児
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
（
写
真
③
）。
次
い
で
、
再
び
可
児
市
多 

文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
「
フ
レ
ビ
ア
」
に
行
き
、
可
児
市
役
所
の
加
藤
エ
ジ
ソ
ン
氏
よ
り
英
語
に
て
可
児 

市
の
多
文
化
共
生
政
策
を
お
聞
き
し
た
。
ご
説
明
の
途
中
か
ら
も
次
々
と
質
問
が
挙
が
り
、
そ
の
後
は 

会
場
に
い
ら
し
て
い
た
外
国
人
住
民
と
メ
ン
バ
ー
が
個
別
に
率
直
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
（
写
真
④
）。

　

次
い
で
、
可
児
市
の
外
国
人
児
童
対
象
適
応
指
導
教
室
「
ば
ら
教
室
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｉ
」
を
訪
問
し
た
。
三

段
階
あ
る
同
市
の
外
国
人
児
童
適
応
制
度
の
最
初
の
段
階
を
担
う
。
室
長
の
天
池
氏
か
ら
活
動
の
ご
説

明
を
い
た
だ
い
た
後
、
メ
ン
バ
ー
は
同
教
室
の
子
供
た
ち
と
と
も
に
、
先
ず
は
日
本
の
小
学
生
と
同
じ

よ
う
な
教
室
の
掃
除
を
体
験
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
授
業
の
ひ
と
つ
「
ひ
ら
が
な
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
に
参

加
し
、
子
供
た
ち
に
ひ
ら
が
な
を
教
え
て
も
ら
っ
て
楽
し
ん
だ
（
写
真
⑤
）。
更
に
、
子
供
た
ち
が
掘
っ

て
用
意
し
て
く
れ
た
焼
き
芋
を
い
た
だ
い
た
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
子
供
た
ち
と
の
貴
重
な
体
験
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
三
段
階
の
シ
ス
テ
ム
が
非
常
に
よ
く
で
き
て
い
る
、
ま
た
こ
う
し
た
行
政
主
導
の
教

室
の
存
在
自
体
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
聞
い
た
こ
と
が
な
く
革
新
的
で
あ
る
。
と
い
っ
た
感
想
が
あ
っ
た
。

（
写
真
⑥
）

　

そ
れ
か
ら
、
可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ーala

を
訪
問
し
た
。
施
設
見
学
の
後
、
同
セ
ン
タ
ー
が
制

作
し
た
「
多
文
化
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

危
機
一
髪　

」
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
演
出
家
の
田
室

寿
美
子
氏
の
解
説
と
と
も
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
作
品
は
一
〇
ヶ
国
・
五
〇
人
の
市
民
が
作
り

上
げ
た
舞
台
で
、
在
住
外
国
人
の
視
点
か
ら
見
た
「
日
本
の
今
」
や
彼
ら
の
「
人
生
」
が
切
り
取
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
後
、
出
演
者
の
方
た
ち
と
意
見
交
換
。
非
常
に
有
意
義
な
試
み
と
の
感
想
が
メ
ン
バ
ー

か
ら
続
い
た
（
写
真
⑦
）。

　

夜
は
可
児
市
・
美
濃
加
茂
市
合
同
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。
山
田
可
児
市
長
や
海
老
和
允
美
濃

加
茂
副
市
長
は
じ
め
ご
来
賓
の
方
々
、
両
市
の
市
役
所
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
外
国
人
住
民
の
方
々
と
の
交
流
や

意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
篠
笛
や
、
尺
八
と
琴
の
演
奏
も
披
露
さ
れ
、
一
行
は
日
本
伝
統

の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
（
写
真
⑧
）。
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ザ
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検
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よ
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美
濃
加
茂
市
（
岐
阜
県
）

　

一
一
月
三
日
は
美
濃
加
茂
市
公
民
館
を
訪
問
し
、
美
濃
加
茂
市
の
多
文
化
共
生
政
策
を
ご
説
明
い
た

だ
い
た
。
特
に
同
市
の
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
に
は
賞
賛
の
声
が
挙
が
っ
た
。
そ
の
後
、
美
濃
加
茂

市
定
住
外
国
人
支
援
セ
ン
タ
ー
の
渡
辺
マ
ル
セ
ロ
氏
よ
り
同
市
の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
状
況
と
同
市
の

支
援
体
制
の
ご
説
明
が
あ
り
、
一
行
は
政
策
と
状
況
に
つ
い
て
よ
り
深
い
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
⑨
）。

　

続
い
て
中
山
道
会
館
に
移
動
し
、
渡
辺
美
濃
加
茂
市
長
や
同
市
役
所
の
方
々
、
そ
れ
に
ブ
ラ
ジ
ル
友

の
会
の
会
員
の
方
々
と
の
懇
談
会
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
も
個
別
に
さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
応
答
が
あ
り
、
例

え
ば
日
本
の
町
内
会
が
外
国
人
住
民
を
一
般
住
民
と
つ
な
ぐ
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
強
い
関
心

が
も
た
れ
た
。
懇
談
会
に
続
い
て
、
同
会
館
内
で
美
濃
加
茂
の
郷
土
料
理
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
と
な
り
、

同
会
館
の
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
て
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
の
交
流
会
と
な
っ
た
。（
写
真
⑩
）

　

そ
の
後
、美
濃
加
茂
市
を
発
っ
て
名
古
屋
に
行
き
、再
び
新
幹
線
に
乗
る
と
、一
行
は
神
戸
に
向
か
っ
た
。

神
戸
市
（
兵
庫
県
）

　

一
一
月
四
日
、
先
ず
は
神
戸
市
役
所
を
訪
問
し
、
港
の
開
発
を
初
め
と
し
た
市
政
や
、
一
九
九
五
年

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
続
い
て
、
同
市
の
多
文
化
共
生
政
策
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
を

伺
っ
た
。
特
に
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
外
国
人
市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
外
国
人
市
民

会
議
や
、
外
国
人
へ
の
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
神
戸
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
対
し
て
強
い
関
心
が
示
さ
れ
た
（
写
真
⑪
）。

　

次
に
同
市
長
田
区
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
定
住
外
国
人
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
理
事
長
の
金
宣
吉
氏

よ
り
日
本
に
お
け
る
外
国
人
住
民
を
め
ぐ
る
状
況
や
、
同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

 

ま
た
同
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
高
齢
者
の
た
め
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ハ 

ナ
の
会
」
も
訪
問
し
、
活
動
を
具
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。（
写
真
⑫
）

　

続
い
て
、
同
じ
く
長
田
区
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
と
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
。
阪
神
・ 

淡
路
大
震
災
の
際
の
救
援
活
動
拠
点
を
前
身
と
す
る
同
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
地
域
で
、
言
葉
、
文
化
、

民
族
、
国
籍
な
ど
を
超
え
て
同
じ
住
民
と
し
て
一
緒
に
新
し
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
敷
地

内
の
八
団
体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
活
動
し
て
い
る
。
先
に
訪
れ
た
定
住
外
国
人
支
援
セ
ン
タ
ー

も
、
も
と
も
と
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
内
の
一
団
体
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
で
多
文

化
プ
ロ
キ
ュ
ー
ブ
・
グ
ル
ー
プ
代
表
の
吉
富
志
津
代
氏
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
説
明
や
施
設
案
内
を

い
た
だ
い
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
か
ら
復
興
の
様
子
を
写
し
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
震
災
直
後
に

建
て
ら
れ
た
「
紙
の
教
会
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た
教
会
堂
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
は
熱
心
に
見
て
ま
わ
っ
た
。

そ
の
後
、
同
セ
ン
タ
ー
内
で
、
ペ
ル
ー
料
理
、
韓
国
料
理
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
料
理
、
ス

ペ
イ
ン
料
理
な
ど
の
各
国
料
理
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
と
な
っ
た
（
写
真
⑬
）。
こ
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
の

活
動
の
ひ
と
つ
で
、
各
国
料
理
の
料
理
教
室
や
デ
リ
バ
リ
ー
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
は
各

国
語
の
Ｆ
Ｍ
放
送
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
日
夜
の
ス
ペ
イ
ン
語
放
送
に
急
遽
一
行
の
メ
ン
バ
ー
の
中
で

ス
ペ
イ
ン
語
を
話
せ
る
ブ
ツ
ェ
ン
コ
氏
と
サ
ラ
マ
氏
が
ゲ
ス
ト
出
演
す
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
の
印
象

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。（
写
真
⑭
）

　

翌
一
一
月
五
日
は
、
海
外
移
住
と
文
化
の
交
流
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
経
緯
や
活

動
、
ま
た
日
本
の
移
民
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
、
か
つ
て
多
く
の
日
本
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
を

は
じ
め
海
外
に
移
民
と
し
て
移
住
し
た
歴
史
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
（
写
真
⑮
）。

　

こ
う
し
て
、
短
い
な
が
ら
充
実
し
た
視
察
を
終
え
て
、
一
行
は
東
京
に
戻
り
（
写
真
⑯
）、
一
一
月

六
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
迎
え
た
（
写
真
⑰
～
⑳
）。



　
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
と
多
文
化
共
生
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美
濃
加
茂
市
（
岐
阜
県
）

　

一
一
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美
濃
加
茂
市
公
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訪
問
し
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美
濃
加
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多
文
化
共
生
政
策
を
ご
説
明
い
た

だ
い
た
。
特
に
同
市
の
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
に
は
賞
賛
の
声
が
挙
が
っ
た
。
そ
の
後
、
美
濃
加
茂

市
定
住
外
国
人
支
援
セ
ン
タ
ー
の
渡
辺
マ
ル
セ
ロ
氏
よ
り
同
市
の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
状
況
と
同
市
の

支
援
体
制
の
ご
説
明
が
あ
り
、
一
行
は
政
策
と
状
況
に
つ
い
て
よ
り
深
い
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
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写
真
⑨
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友
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懇
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。
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あ
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般
住
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懇
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懇
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⑩
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